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館
日
記

☆☆入館案内☆☆

☆開館時間

9時～16時 30分
(入館は 16時まで) 
☆休館日

 月曜日、祝日の翌日

12月 28日～1月 4日
☆入館料

無 料

名
作
著
書
紹
介

故
郷
七
十
年
を

読
む

國
男
は
、
今
か
ら
140
年
前

に
、
現
在
の
神
崎
郡
福
崎
町

西
田
原
の
辻
川
に
誕
生
し
ま

し
た
。

辻
川
は
、
生
野
街
道
と
北

条
街
道
が
交
差
す
る
街
道
筋

に
あ
り
ま
す
。

11/23（月・祝）まで

会 期 

「松岡鼎～柳田國男を導いた兄～」 
日時：10 月３日（土） 13：30～15：００ 

場所：歴史民俗資料館 ２階 

講師：石井正己氏（柳田國男・松岡家記念館顧／東京学芸大学教授）

講演会

開催中！ 

今
年
も
柳
田
國
男
ふ
る

さ
と
賞
へ
の
作
品
を
募
集

し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
賞
は
、
福
崎
町

の
歴
史
、
文
化
に
つ
い
て
、

調
べ
た
作
品
を
審
査
し
、
選

ば
れ
た
作
品
に
お
く
っ
て

い
ま
す
。

対
象
者
は
、
福
崎
町
内
の

小
中
学
生
で
す
が
、
テ
ー
マ

は
お
決
ま
り
で
す
か
。

当
館
の
記
念
展
で
は
「
松

岡
鼎
展
〜
柳
田
國
男
を
導

い
た
兄
〜
」
、
資
料
館
の
特

別
展
で
は
「
戦
後
70
年

福

崎
と
戦
争
の
記
憶
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

柳
田
國
男
の
兄
の
松
岡

鼎
と
、
戦
時
中
の
福
崎
の
よ

う
す
や
人
々
の
く
ら
し
な

ど
を
学
べ
る
展
示
で
す
。

テ
ー
マ
に
迷
っ
た
方
は
、

記
念
展
と
特
別
展
を
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

かなえ 

ふ
る
さ
と
賞
の

テ
ー
マ
に
迷
っ
た
ら
！

『
故
郷
七
十
年
』
に
は
、

辻
川
で
の
思
い
出
や
体
験
談

が
多
く
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

國
男
は
「
物
売
り
が
私
た

ち
に
一
つ
の
世
間
を
教
え
て

く
れ
た
村
の
風
物
詩
」
で
あ

っ
た
と
述
べ
て
い
ま
す
。
ま

た
弟
の
静
雄
と
輝
夫
（
映
丘
）

と
と
も
に
、
人
力
車
の
背
後

に
描
か
れ
た
武
者
絵
を
鑑
賞

す
る
た
め
に
、
人
力
車
の
立

場
（
中
継
所
）
に
通
っ
た
こ

と
は
「
大
切
な
辻
川
の
文
化

史
の
一
節
」
で
あ
っ
た
と
記

し
て
い
ま
す
。

みんなの記憶で蘇らせよう！

辻川界隈の街並み 

◆ワークショップ参加者募集◆ 

日  時：8月 8日（土）～8月 12日（水）
9:00～18：00

会  場：辻川区公民館

問い合わせ先：社会教育課（☎22-0560）

福崎町では、神戸大学と連携

し、柳田國男の生まれた時代の辻

川界隈の街並みをジオラマ模型

での再現に取り組んでいます。

 下記のとおり、ワークショップ

を開催しますので、辻川界隈の街

並みの記憶や思い出をお持ちの

方は、ぜひお話を聞かせてくださ

い。

8
月
に
は
お
盆
が
あ
り

ま
す
が
、
み
な
さ
ん
は
帰
省

さ
れ
ま
す
か
。

國
男
の
兄
で
あ
る
鼎
は
、

医
者
と
な
る
た
め
に
23
歳

で
上
京
し
、
現
在
の
茨
城
県

北
相
馬
郡
利
根
町
布
川
と

千
葉
県
我
孫
子
市
布
佐
で

医
院
を
開
業
し
、
医
師
・
政

治
家
と
し
て
活
躍
し
ま
し

た
。『

故
郷
七
十
年
』
の
な
か

で
國
男
は
、
鼎
が
「
い
つ
も

播
州
の
こ
と
を
心
に
か
け
、

噂
を
絶
え
ず
し
な
が
ら
年

取
っ
て
、
殆
ん
ど
播
州
へ
は

帰
ら
ず
に
終
わ
っ
て
し
ま

っ
た
」
と
記
し
て
い
ま
す
。

実
際
に
鼎
は
、
仕
事
で
家

を
空
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、

帰
郷
し
た
の
は
、
還
暦
と
な

っ
た
大
正
9
年
（
1920
）
に

鈴
ノ
森
神
社
へ
大
玉
垣
を

奉
納
し
た
と
き
で
し
た
。

展示内容については、中面をみてね！ 

鈴ノ森神社の大玉垣

（左）柳田國男 （右）松岡鼎

～柳田國男を導いた兄～

柳田國男・松岡家記念館開館４０周年 

松岡鼎生誕１５５年・柳田國男生誕１４０年記念展

え

い

き

ゅ

う

た
て

ば

ふ

か
わ

ふ

さ

ほ
と

よみがえ 



大
塚
古
墳
は
、
市
川
西
岸
の
段
丘
上
に
位
置
す
る
墳
丘
が

直
径
約
３０
ｍ
の
円
墳
で
す
。
石
室
の
構
造
は
、
片
袖
式
の

横
穴
式
石
室
で
、
全
長
12
・
3
ｍ
、
高
さ
１
・
７
ｍ
の
大

き
さ
で
す
。
現
在
は
、
形
が
く
ず
れ
る
な
ど
し
て
い
ま
す
が
、

石
室
の
の
こ
り
が
良
く
、
そ
の
構
造
を
観
察
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ま
た
、
須
恵
器
（
提
瓶
）
（
写
真
２
）
が
み
つ
か
っ
て
お

り
、
６
世
紀
後
半
に
つ

く
ら
れ
た
古
墳
だ
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
塚
古
墳
の
特
徴
と

し
て
、
市
川
流
域
で
も

古
墳
の
規
模
が
大
き
い

こ
と
、
市
川
の
流
路
を

見
下
ろ
す
段
丘
上
に
単

独
で
立
地
す
る
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の

こ
と
は
、
山
崎
か
ら
福

田
地
域
に
か
け
て
展
開

し
て
い
た
集
落
を
代
表

す
る
よ
う
な
有
力
者
が

葬
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

0 

～柳田國男を導いた兄～

教師への学び～師範学生時代～

かなえ

鼎は師範学校で学んで小学校教師になりました。しかし、翌年には教師を辞めて、ふたたび師範学校で

学び、卒業後辻川の昌文小学校の校長となりました。

鼎は、教員を養成するための学校である師範学校に入学しました。

明治 9 年（1876）に飾磨県の教員試験に合格し、小学校の教員になりましたが、ふたたび師範学校で学
ぶ道を選び、県内のトップ校である神戸師範学校（現神戸大学）へと進みました。

ここで鼎は、寄宿舎生活を送りながら学業に励み、明治 11 年（1878）、第１期生として神戸師範学校を
卒業しました。そしてそのあと、辻川に戻り昌文小学校の校長となりました。

飾磨県六等準訓導任命証 

明治 9年 4月 6日 

（個人蔵） 

飾磨県教員試験合格証書 

明治 9年 3月 16 日 

（個人蔵） 

神戸師範学校小学師範学科第二級卒業証書 

明治 11 年 2 月 28 日 

（個人蔵） 

しはん

しょうぶん

大
塚
古
墳
（
山
崎
）
町
指
定
文
化
財

お
お
つ
か

写真１ 大塚古墳石室内 

（開口部に向かって） 
写真２ 大塚古墳出土須恵器（提瓶） 


